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環境技研通信 1 

防護マスクとして面体形のマスクを使用する際

には、フィットテストによりマスクが適切に装着さ

れていることの確認が義務付けられました。 

フィットテストの実施方法はJIS T8150で定めら

れ、「定量的フィットテスト」と「定性的フィット

テスト」の2種類があります。 
 

【定量的フィットテストによる確認手順】 

1.計測装置を用いて、マスクの密着性を確認する

テストを行います。 

2.フィットテストで得られる「フィットファクタ」

と呼ばれる数値指標がマスクの種類に応じた「要

求フィットファクタ」を上回っていることを確認

し、上回れば合格、上回らなければ不合格となり

ます。 
 
使用面体に応じた要求フィットファクタ 

種類 要求フィットファクタ 
テスト方法 

定量的 定性的 

全面形面体 500 〇 － 

半面形面体 100 〇 〇 

定性的フィットテストを行った結果が合格の場合は、フィット 

ファクタ 100 以上とみなします。 
 

フィットファクタ＝ 
マスク外部の粉じん量  

マスク内部の粉じん量  

 

【定性的フィットテストによる確認手順】 

1.味覚によるテストになります。被験者がテスト用

のフードをかぶり、マスクをした状態で試験物質

の甘味成分を感じるかどうかでフィット性を確

認します。 

2.甘味等を感じなければ合格、テスト中に甘味等

感じた場合は不合格となります。 

     
フィットテストは、金属アーク溶接作業を行って

いる人全員が対象となり、1年に1回行い、その結果
を3年間保存することが必要です。 

 
お問い合わせは、裏面ホーム

ページまたは、お電話でお願い
致します。 
 

国土交通省は 2022 年 9月 9 日、国家機関の建築

物及びその附帯施設における吹付けアスベスト等の

使用実態の集計結果を公表しました。 

調査は「アスベストに関する関係閣僚による会合」

を受けて 2005 年より毎年行っており、集計開始時

(2005年 9月 15日時点)に 702棟あった未対策施設

は、2021 年度末には 10棟となっています。 

●調査概要 

・調査対象:各省各庁の所管する建築物等のうち、

国有財産(行政財産に限る)に該当するもの 

・調査材料:吹付けアスベスト及びアスベスト含有

吹付けロックウール 

・調査方法:前回の調査結果に基づき各省各庁にて

確認 

●調査結果 

(1)集計結果  
調査対象件数：81,912 棟 ※（  ）は調査対象件数に占める割合 

吹付けアスベス

ト等が使用され

ている件数 

288 棟 

(0.35%) 

封じ込め等の飛散防

止対策を実施済み 

278 棟 

(0.34%) 

未対策 
10 棟 

(0.012%) 

吹付けアスベスト等の使用の可能性あるが未調査 
2 棟 

(0.002%) 

(2)2020 年度末時点の結果との比較 
 2020 年度末 2021 年度末 

吹付けアスベスト等が使用されてい

る 
295 棟 288 棟 

吹付けアスベスト等が使用されてい

るが未対策 
17 棟 10 棟 

吹付けアスベスト等の使用の可能性

あるが未調査 
2 棟 2 棟 

 

●今後の対応 

・国家機関の建築物等においては、管理する各省各

庁により、吹付けアスベスト等の使用実態把握及

び飛散防止対策が推進されています。 

・国土交通省では引き続き、必要な措置を適切に講

ずるよう、各省各庁に対し保全指導及び情報提供

を行っていくようです。 

◎詳細は下記ホームページをご覧ください。 

  



11月1日は「計量記念日」です。これは現計量

法が施行された平成5年11月1日を記念して定め

られたものです。 

経済産業省では、社会全体の計量制度に対す

る理解の普及を図るために、昭和27年から「計量

記念日」を定めています。現在は、現行の計量法

が施行された11月1日を「計量記念日」とし、ま

た11月を「計量強調月間」とし、計量制度の普及

や社会全体の計量意識の向上を目指しています。 

群馬県では、11月の1ヶ月間、広報活動(計量

記念日ポスターの掲示や広報紙などへの情報提

供)・計量思想の普及活動(計量モニター事業な

ど)・計量器の適正使用の指導などの事業を実施

しています。 

 

 

 

 

 弊社は群馬県の計量証明事業者として登録し

ております (濃度(大気中の物質、水中の物質、

土壌中の物質)、特定濃度(大気中のダイオキシ

ン類、水中のダイオキシン類、土壌中のダイオキ

シン類)、音圧レベル、振動加速度レベル)。 

お問い合わせは、下記ホームページまたは、お

電話でお願い致します。 
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弊社は平成25年3月1日に「薬事法施行規則第12

条1項に規定する試験検査機関」として、厚生労働

省より認可・登録されました。これにより、医薬

会社様、医薬品原料会社様からの各種の原料試験

検査や製剤の試験検査を受託できる機関(GMP試験

検査機関)となりました。 

認可・登録から9年が経ち、GMP試験検査機関と

して以下に示す数多くの医薬GMP分析をご依頼いた

だいております。 

●安定性試験 

●分析法バリデーション 

●配合変化試験 

●公定書に準拠した試験 

●その他、規格及び試験方法に準拠した試験 

●製薬用水の試験             等 

医薬GMP試験のお取引と共に医薬品異物の分析

も非常に多くいただくようになってきました。弊

社は異物分析に関しては40年以上の実績があり、

医薬品異物として扱われる微小異物の分析もご満

足いただける形でご提供させていただいておりま

す（以下、分析事例）。 
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分析事例 1：錠剤中の繊維状異物 

観察及び FT-IR 分析結果より、ポリエステル繊維と判定 

分析事例 2：錠剤表面の黒色異物 

観察及び EDX 分析の結果、主体はステンレスの微粉と判定 

分析事例 3：液剤中の異物 

   

拡大・状態を確認 

 

採取し、FT-IR 分析実施 

観察及び FT-IR 分析結果より、ブチルゴム(ゴム栓)と判定 

計量記念日は、電気記念日（3 月 25 日）、発明記
念日（4 月 18 日）、貿易記念日（6 月 28 日）とと
もに経済産業省 4 大記念日のひとつです。 

 

   

拡大・状態を確認 採取し、EDX 分析実施 

  

拡大・状態を確認 

 

採取し、FT-IR 分析実施 

 


